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「十字架への道」
挽地茂男

（マルコ１０：３２－４５）

2018.9.9 日本基督教団千歳丘教会

この箇所は今年の５月に２回に

分けてお話をしました。わたした

ちは、主イエスの受難予告を中心

に、その受難の道行きを、行きつ

戻りつ、いろいろな角度から学ん

でまいりました。今日は５月にお

話をしました２回を１回に纏め

て、大事なポイントを、もう一度、

押さえておきたいと思います。５

月にお話しました際に 『クォ ヴ

ァディス』という有名な小説を取

り上げましたが、今日もその『ク

ォ ヴァディス』からお話をはじ

めたいと思います。

『クォ ヴァディス』の作者は、

ヘンリク・アダム・アレクサンデ

ル・ピウス・シェンキェヴィチ

(Henryk Adam Aleksander Pius
Sienkiewicz, 1846年5月5日- 1916

年11月15日）。1905

年にノーベル文学賞

を受賞したポーラン

ドの作家です。この

小説に出てくる有名

な台詞が「クォ･ヴ シェンキェヴィチ

ァディス、ドミネ」（「主よ、どこ

に行かれるのですか」）。この「ク

ォ・ヴァディス」という言葉が、

本の題名にもなっ

ているのですが、

実際は、ヨハネに

よる福音書１３章

３６節の引用です。

西暦紀元６０年代

のローマ皇帝ネロの迫害を逃れ

て、ローマを後にアッピア街道を

下って行くペトロ。それと反対方

向にアッピア街道をローマへと上

っていく人影。ペトロはそれが主

イエスであることに気づきます。

そのとき主に向かってペトロが“

Quo Vadis, Domine.”（主よ、い

ずこへ。岩波版下巻２９５頁）と

呼びかけます。シェンキェヴィチ

は､ヨハネ１３章３６節の言葉を

ペトロの口に乗せます。「クォ ヴ

ァディス、ドミネ」（「主よ、いず

こへ／主よ、どこに行かれるので

すか」）。それに応えてキリストは、

「なんぢ我が民を棄つる時ローマ

に往きて再び十字架に懸けられ

ん」（そなたが私の民を見捨てる

なら、私はローマに行って今一度

十字架にかかるであろう）と答え

ます。そしてこの言葉がペトロの
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運命を決めることになるのです。

ペトロはしばらく気を失っていま

したが、起き上がると迷うことな

く元来た道を引き返し、そしてロ

ーマで捕らえられ、十字架にかけ

られて殉教した、とこの小説はペ

トロの最後を伝えます。

「クォ・ヴァディス、ドミネ」

を――主よいずこへ行かれるので

すかと――問うことは、キリスト

者の歩み方の基本です。マルコに

よる福音書は、８章の２７節以降、

エルサレムでの受難に向かう主イ

エスの足取りを描きます。本日の

聖書の箇所もそうです。主イエス

はエルサレムに上っていく時に３

回にわたってご自分の受難を予告

されますが、そのうちの第３回目

の予告が本日の聖書の箇所です

〔１回目はあのフィリポ・カイサ

リアでのペトロの信仰告白の直

後、２回目は山上の変容とその後

の汚れた霊に取りつかれた少年の

癒しの後でした〕。今日の３回目

の受難予告、３２－３４節。

10:32 一行がエルサレムへ上って

行く途中、イエスは先頭に立って

進んで行かれた。それを見て、弟

子たちは驚き、従う者たちは恐れ

た。イエスは再び十二人を呼び寄

せて、自分の身に起ころうとして

いることを話し始められた｡10:33

「今、わたしたちはエルサレムへ

上って行く。人の子は祭司長たち

や律法学者たちに引き渡される。

彼らは死刑を宣告して異邦人に引

き渡す。10:34 異邦人は人の子を

侮辱し、唾をかけ、鞭打ったうえ

で殺す。そして、人の子は三日の

後に復活する。」

主イエスの一行は、エルサレム

に向かって行きます。エルサレム

はダビデによって全イスラエルの

首都と定められ「ダビデの都」と

も呼ばれた都市です。その息子ソ
ま ち
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ロモンの時代紀元前９６７年に神

殿が建設され、宗教的・政治的に

中央集権国家の中心としての役割

を果たします。その後バビロン捕

囚の時代紀元前５８６年、首都エ

ルサレムは神殿と共に陥落しま

す。バビロン捕囚後ユダヤの人々

が解放されると、紀元前５１５年

にゼルバベルの指揮の下にほぼ同

じ場所に再建されます。その神殿

をソロモンの第一神殿に次ぐ第二

神殿と呼びます。この第二神殿を、

ヘロデ大王が紀元前２０年頃に徹

底改修いたします。この神殿はそ

の美しさで人々に知られ、当時の

文献によりますと、エルサレムは

地中海世界有数の神殿都市となっ

ています。主イエスの活動された

時に建っていた神殿がこの神殿で

あります。

しかしこの花の都エルサレムは

多くの殉教者の歴史を刻んだ都で

もあったのです。中央集権的な国

家体制の首都は、国を豊かにもす

れば、その権力と豊かさが王朝や

国家を腐敗に導くこともあったの

です。主なる神を忘れた(棄てた)

国家の指導者たちに、預言者たち

は決然と批判の声を上げました。

そのために多くの預言者がこの都

の滅亡をも預言したのでした。新

約聖書にもそのような歴史の反映

が見られます。

(a) マタイによる福音書２３章

３７－３８節（ルカ13:34はマタ

イ23:37と同文）

マタ 23:37 「エルサレム、エル

サレム、預言者たちを殺し、自分

に遣わされた人々を石で打ち殺す

者よ、めん鳥が雛を羽の下に集め

るように、わたしはお前の子らを

何度集めようとしたことか。だが、

お前たちは応じようとしなかっ

た。23:38 見よ、お前たちの家は
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見捨てられて荒れ果てる…。」

主イエスは自分がこの都で最期を

遂げることを強く意識しておられ

たようで、今のマタイの言葉とあ

わせて、エルサレムを遠く望みな

がら次のように語られています。

(b)ルカによる福音書１３章３３

－３４節〔後半は先ほどのマタイ

の言葉と同じです。〕

ルカ 13:33 だが、わたしは今日

も明日も、その次の日も自分の道

を進まねばならない。預言者がエ

ルサレム以外の所で死ぬことは、

ありえないからだ。13:34 「エル

サレム、エルサレム、預言者たち

を殺し、自分に遣わされた人々を

石で打ち殺す者よ、めん鳥が雛を

羽の下に集めるように、わたしは

お前の子らを何度集めようとした

ことか。だが、お前たちは応じよ

うとしなかった。

しかし主イエ

スはこのエルサ

レムを愛してお

られました。預

言者を殺し、神

の言をないがし

ろにし、神を忘れたこの都の滅亡

を涙ながらに預言します。

(c) ルカによる福音書１９章４１

－４４節

ルカ19:41 エルサレムに近づき、

都が見えたとき、イエスはその都

のために泣いて、19:42 言われた。

「もしこの日に、お前も平和への

道をわきまえていたなら……。し

かし今は、それがお前には見えな

い。19:43 やがて時が来て、敵が

周りに堡塁を築き、お前を取り巻

いて四方から攻め寄せ、19:44 お

前とそこにいるお前の子らを地に

たたきつけ、お前の中の石を残ら

ず崩してしまうだろう。それは、

神の訪れてくださる時をわきまえ

なかったからである。」

かくして紀元７０年この都エル

サレムは、ローマ軍によって再び

陥落させられてしまうのです。そ

れを預言した主イエスの言葉は、

一般的に「小黙示録」〔マルコ福

音書では13章〕と呼ばれる、主イ

エスの終末預言の中で語られてい

ます。ルカ版でお読みします。

(d)ルカによる福音書２１章２０

－２４節

21:20 「エルサレムが軍隊に囲ま

れるのを見たら、その滅亡が近づ

いたことを悟りなさい。 21:21

そのとき、ユダヤにいる人々は山

に逃げなさい。都の中にいる人々
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は、そこから立ち退きなさい。田

舎にいる人々は都に入ってはなら

ない。 21:22 書かれていること

がことごとく実現する報復の日だ

からである。 21:23 それらの日

には、身重の女と乳飲み子を持つ

女は不幸だ。この地には大きな苦

しみがあり、この民には神の怒り

が下るからである。 21:24 人々

は剣の刃に倒れ、捕虜となってあ

らゆる国に連れて行かれる。異邦

人の時代が完了するまで、エルサ

レムは異邦人に踏み荒らされる。」

主イエスは、預言者を殺し、や

がての神の審判がくだる都エルサ

レムへと今上っていきます。エル

サレムの運命は、かつての預言者

の時代のエルサレムの運命と二重

写し（ダブル・イメージ）になり

ます。主イエスの言と行動も、か

つての預言者の言と行動と二重写

し（ダブル・イメージ）になって

います。エルサレムが預言者（神

ユダヤ戦争［David Roberts,“Siege and Destruction of Jerusalem,”1850］

の僕）を拒否し、その神の言と神

の僕を拒否することによって、エ

ルサレムに滅亡が訪れたように、

エルサレムは今また、神の言と神

の僕を拒否することによって滅亡

を迎えようとしているのです。

エルサレムの宗教指導者とロー

マ当局は主イエスを亡き者にしま

す。十字架は彼らの宗教と政治の

合作です。歴史には不条理が満ち

ているように、主イエスの死も不

条理そのもののように見えます。

しかし不条理しか見ないのであれ

ば、わたしたちは、刺繍の裏側だ

けを見ているに過ぎないのです。

刺繍の裏側は訳の分からない糸の

交差しか見えないようでも、その

表にはちゃんとした美しい模様が

作られていくのです。主イエスの

受難予告が、当時の為政者たちに

よる不正の結果としての不条理な

死を予告すると同時に、復活まで

もその射程に含んでいるのは、不

条理を超えるものが貫かれている

ためなのです。無駄死にに見える

のその死は無駄死にではないので

す。敗北に見えるその十字架は、

敗北ではないのです。神の救いの

実現なのです。

わたしたちは受難予告を読みつ
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つ、マルコ福音書の受難予告には

はっきりとした特徴があることも

学びました。それは受難予告が語

られると、そのすぐ後に、マルコ

研究で「弟子たちの無理解」と呼

ばれる弟子の醜態が描かれます。

そしてその弟子たちの醜態を糸口

にして、真の弟子のあり方につい

ての教えが主イエスの言葉として

語られます。その時、受難のキリ

ストの生き方が、弟子としての生

き方（すべての人に仕える僕）を

導く典型となっています。

今日の第３回受難予告は、この

ように始まっていました。３２節。

10:32 一行がエルサレムへ上って

行く途中、イエスは先頭に立って

進んで行かれた。それを見て、弟

子たちは驚き、従う者たちは恐れ

た。受難(予告)に対する弟子たち

の恐れが表面化しています〔第２

予告を語られた後の弟子たちの反

応もそうです。9:32 弟子たちは

この言葉が分からなかったが、怖

くて尋ねられなかった〕。弟子た

ちは死は恐ろしいもの――わたし

たちにとってもそう――なので

す。終わり(死)を直視することは、

易々とはできないのです。しかし

終わりを直視しない者の今の生き

方が、弟子たちの無理解（醜態）

として表面化します。自分の人生

が終わるこ

とを認めら

れない者に

は、自分の

死を生き方

の中に収めることのできない者に

は、現在がことがらが最大の関心

事になります。死んでる場合じゃ

ないのです。現世の利益や価値に

執着し、地上に残るものが大切に

なるのです。主イエスは、第１回

受難予告の際に、受難を否定する

ペトロの中にその態度を見いだし

て、強く叱責されたのでした。８

章３３節。

8:33 イエスは振り返って、弟子

マルコ福音書における受難予告＝受難予告＋弟子の無理解＋弟子たることについての教え

受難予告 弟子の無理解 弟子たることについての教え

Ⅰ 8:31-32 8:33（引き下がれ、サタン） 8:34-9:1（十字架を負って従え）

Ⅱ 9:30-32 9:34（一番偉いのは誰か） 9:33-37（すべての人に仕える者になれ）

Ⅲ 10:32-34 10:35（一人を右に一人を左に） 10:42-45 （すべての人の僕となれ）
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たちを見ながら、ペトロを叱って

言われた。「サタン、引き下がれ。

あなたは神のことを思わず、人間

のことを思っている。」

その後に「わたしの後に従いたい

者は、自分を捨て、自分の十字架

を背負って、わたしに従いなさい」

(8:34)と続くのです。パウロは〔人

生が終わること、世界が終わるこ

と〕終わりを認めない(知らない)

者が、最終的には、「自分の腹（欲

望･願望）」を「神」とすると語り

ます。フィリピ３章１９節。3:19

彼らの行き着くところは滅びで

す。彼らは腹を神とし、恥ずべき

ものを誇りとし、この世のことし

か考えていません。

今日の第３の受難予告に続く弟

子たちの醜態は、次のように描か

れています。３５－３７節。

10:35 ゼベダイの子ヤコブとヨハ

ネが進み出て、イエスに言った。

「先生、お願

いすることを

かなえていた

だきたいので

すが。」10:36

イエスが、

Ⅰ ８：３１－３２ Ⅱ９：３０－３２ Ⅲ １０：３３－３４

8:30 するとイエスは、御自 9:30 一行はそこを去って、 10:32 一行がエルサレムへ
分のことをだれにも話さない ガリラヤを通って行った。し 上って行く途中、イエスは先
よう にと弟子たちを戒めら かし、イエスは人に気づかれ 頭に立って進んで行かれた。
れた。 るのを好まれなかった。 それを見て、弟子たちは驚き、
8:31 それからイエスは、 9:31 それは弟子たちに、 従う者たちは恐れた。

( kai; ejqambou'nto, oiJ de;
ajkolouqou'nte" ejfobou'nto.)
イエスは再び十二人を呼び寄
せて、自分の身に起ころうと
していることを話し始められ
た。
10:33「今、わたしたちはエ
ルサレムへ上って行く。

人の子は必ず多くの苦しみを 「人の子は、人々の手に引き 人の子は祭司長たちや律法学
受け、長老、祭司長、律法学 渡され、殺される。殺されて 者たちに引き渡される。彼ら
者たちから排斥されて殺さ 三日の後に復活する」 は死刑を宣告して異邦人に引
れ、三日の後に復活すること き渡す。
になっている、 10:34 異邦人は人の子を侮

辱し、唾をかけ、鞭打ったう
えで殺す。そして、人の子は
三日の後に復活する。」

と弟子たちに教え始められ と言っておられたからである。
た。8:32a しかも、そのこ 9:32 弟子たちはこの言葉が
とをはっきりとお話しになっ 分からなかったが、怖くて尋
た。 ねられなかった

( e j f o b o u ' n t o a u j t o ; n
ejperwth'sai)。



- 8 -

「何をして

ほ し い の

か」と言わ

れると、1

0:37 二人は言った。「栄光をお受

けになるとき、わたしどもの一人

をあなたの右に、もう一人を左に

座らせてください。」

彼らの献身がいかほどのものかが

よく分かります。彼らは打算から

自由ではないのです。彼らは主イ

エスのエルサレム行きを何か「て

っぺんを獲る」ような成功を獲得

する行為と見ているのです。そし

て主イエスを勝ち馬と見込んだ彼

らが求めているのは、主イエスの

弟子としての特権的地位を確保す

ることなのです。受難に向かうイ

エスの意志とは実に対照的、矛盾

した態度とさえ言えるでしょう。

これが神の僕としてエルサレムに

向かっていく主イエスの弟子の姿

と言えるでしょうか。３回にも及

ぶ受難予告は、エルサレムに向か

う道が弟子

たちに囲ま

れて歩む道

で あ っ て

も、主イエ

スにとって孤独な道であること

サンティアゴへの巡礼路

を、際立たせるのです。

ひょっとすると

あの「山上の変容」

出来事の栄光の記

憶が彼らの中に残

っていて、そのよ

うに考えることを

促したのかもしれ

ません。あの変容

の山上にペトロと

共に主に同行した

のは、このゼベデダイの息子のヤ

コブとヨハネだったのですから、

無理もないかもしれません。しか

し主イエスは「自分が殺される」

とまで言っておられるのですか

ら、やっぱりずれています。人は

自分の聞きたいことしか聞かない

ものなのです。彼らは、主イエス

のエルサレム行きが成功裏に終わ

ると想定して、その暁には、しか

るべき地位を約束してもらいた

い、と願っているのです。イエス

の弟子としての特権的地位を確保

し、自分たちの栄達を確かなもの

にするために、主イエスの言質を

おさえておきたかったのです。要

するに、彼らは――他の弟子たち

を出し抜いて――偉くなりたい（出

世をしたい）と思ったのです。そ

山上の変容
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れに対して主イエスは「このわた

しが飲む杯を飲み、このわたしが

受ける洗礼を

受けることが

できるか」(v.

3 8 )と問いま

す。「杯」〔マコ14:36この杯をわ

たしから取りのけてください〕と

「洗礼」〔ロマ6:3-4, コロ2:12

洗礼によって、キリストと共に葬

られ、ルカ 12:50 しかし、わた

しには受けねばならない洗礼があ

る。それが終わるまで、わたしは

どんなに苦しむことだろう〕は、

苦しみと死を象徴する言葉です。

ゼベダイの息子たちは、主イエス

がこの言葉によって、自分たちに

向かって、エルサレムで成功を収

めるために苦しみを耐え、犠牲を

払う覚悟があるかを確かめておら

れると理解します。彼らは答えま

す｡｢できます」(v.39)。しかしそ

れは、簡単に「できます」と言え

るようなことではないのです。こ

の場面は、十字架直前の主イエス

に対する、ペトロの態度とよく似

ています。マルコ１４章２９－３

１節。マル14:29 するとペトロが、

「たとえ、みんながつまずいても、

わたしはつまずきません」と言っ

た。14:30 イエスは言われた。「は

っきり言っておくが、あなたは、

今日、今夜、鶏が二度鳴く前に、

三度わたしのことを知らないと言

うだろう。」14:31 ペトロは力を

込めて言い張った。「たとえ、御

一緒に死なねばならなくなって

も、あなたのことを知らないなど

とは決して申しません。」皆の者

も同じように言った。

覚悟とは裏腹

に、苦難の最

中に主イエス

を棄てて、ペ

トロと弟子た

ちは、全員逃

げてしまうのです。主イエスはゼ

ベダイの息子たちにこう語りま

す。「確かに、あなたがたはわた

しが飲む杯を飲み、わたしが受け

る洗礼を受けることになる」(v.3

9)。主イエスを棄てて逃げてしま

った弟子たちも、やがて、主イエ

スのように、自分の十字架を負い、

苦難と死をもろともせず福音を伝

えるものになっていきますが、そ

れはペンテコステ以後、聖霊の助

けによって可能となるのです。彼

らは「できます」と言ってもでき

ないのです。今の彼らの頭にある

レンブラント「イエスを否認にするペトロ」
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のは、やがて手につかむ栄光のこ

となのです。彼らには、まだ終わ

りが自覚されていないのです。主

イエスの「栄光」が十字架のこと

だとは、微塵も思い当たることが

ないのです。

それは他の１０人の弟子たちも

同じでした。４１節。

10:41 ほかの十人の者はこれを聞

いて、ヤコブとヨハネのことで腹

を立て始めた。

ゼベダイの息子たちの裏工作を知

った十人の弟子たちが腹を立てま

す。この「腹を立てる」と訳され

ている言葉(ajganaktei'n)は、珍し

い言葉で、強い怒りを表すのに使

われれます〔マコ･マタイ３回、

ルカ１回〕。マルコでは１４章の

ナルドの香油を主イエスの頭に注

いだ女性を、弟子たちが厳しくと

がめる言葉として出てきます(14:

4）。さてこの弟子たちの立腹は何

を語っているでしょうか。残りの

十人の弟子たちは、「出し抜かれ

た」と思ったのです。その思いが

強い怒りとなって表面化したので

した。この怒りは、弟子たちの世

俗主義を暴露しているのです。弟

子たちの立腹は、彼らも同じもの

を欲していることを認めた証拠な

のです。学歴であれ、社会的地位

であれ、世俗的な栄達を追求する

者にとっては、

主イエスの死は

まったく無意味

な出来事となる

のです。

しかしこれが

弟子なのです。

主イエスを誤解していても、無理

解であっても、身勝手ではあって

も、それでも彼らは主イエスに付

き従ってきているのです。ある注

解者はこう言っています。「弟子

たちはイエスの言葉と事態の成り

行きに完全に当惑してしまった。

しかしそれでも彼らは従った。彼

らにとっては一つのこと……イエ

スを愛していること……を除いて

すべてがまるで闇の中で見えない

ことのようだった」（バークレー

『マルコ福音書』304頁）。主イエ

ス・キリストは弟子たちの無理解

や弱さにもかかわらず、弟子たち

の主であることを、おやめにはな

らないのです。主イエスは彼らの
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献身がたとえ打算的であっても、

尊いものとなさるのです。彼らの

弱さを知りつつ、そこから始まる

何かをご存じなのです。

これまでの受難予告と同じよう

に、弟子たちの醜態をきっかけに、

主イエスによって、真の弟子のあ

り方が語られます。「あなたがた

も知っているように、異邦人の間

では、支配者と見なされている人

々が民を支配し、偉い人たちが権

力を振るっている」(v.42)。「異

邦人の間」の実態と「あなた方の

間」であるべき姿が対比されます。

「あなた方の間」とは「弟子たち

の間」であり「教会における」あ

り方を間接的に指しています。「異

邦人の間」では、「支配者と見な

されている人々が民を支配し」て

います。これが普通のことなので

す。「異邦人の間」では、「偉い人

たちが権力を振るってい」ます。

これが普通

のことなの

です。しか

し「あなた

がたの間で

は」そうではないのです(v.43a)。

主イエスはこの普通に見える〔見

た目の〕実態を逆転します。もち

ろん第一人者であること、偉くな

ることは否

定されてい

ません。主

イエスは、

真の第一人

者、真の偉大さの中身、その内実

を示すのです。「あなたがたの中

で偉くなりたい者は､皆に仕える

者になり､10:44いちばん上になり

たい者は､すべての人の僕になり

なさい｣(43b-44)。この立場と価

値の逆転は、第２受難予告の際の

エピソード・教えでも同じでし

た。９章３５節。

「いちばん先になりたい者は、す

べての人の後になり、すべての人

に仕える者になりなさい」。

この「仕える者になる」という

精神が、初代教会の精神となりま

した。パウロはこう語ります。コ

リント人への手紙一９章１９節。

一コリ9:19 わたしは、だれに対

しても自由な者ですが、すべての

人の奴隷になりました。できるだ

け多くの人を得るためです。

第２コリント４章５節。

二コリ4:5 わたしたちは、自分自

身を宣べ伝えるのではなく、主で

あるイエス・キリストを宣べ伝え



- 12 -

ています。わたしたち自身は、イ

エスのためにあなたがたに仕える

僕なのです。

主イエスは、「(人の子は)仕え

られるためではなく、仕えるため

に…来」られたのです。そして主

イエスの仕える者として究極の行

為が「多くの人の身代金として自

分の命を献げる」ことなのです。

「身代金」と訳されている言葉

（luvtron）は、「解放する」（lu,w）

という動詞から派生した言葉で、

「解放の代価」「贖いの代価」「買

い戻しの代価」と訳される言葉で

す。元来は、借金のカタに取られ

て奴隷となった妻や子供や親族

を、また戦争による捕虜を代価を

払って買い戻すことを意味しまし

た。「贖い」とは、一つにそのよ

うな「買い戻しや」「解放」のこ

とを言います。もう一方で旧約聖

書では、「贖い」という言葉は、

死と罪(不幸や災い)からの救いと

いう意味を持っています。そして

罪を贖うために「贖罪の献げ物」

として羊や山羊が献げられまし

た。新約聖書では、主イエスが献

げられます。洗礼者ヨハネは主イ

エスを指してこう言いました。「見

よ、世の罪を取り除く神の小羊」

(ヨハネ1:29)。主イエスが贖いの

代価となったのは、人間が奴隷だ

からです。聖書は人間を「罪の奴

隷」と考えます（ヨハ8:34, ロマ

6:6,17,20）。ヨハネ福音書８章３

４節。「8:34 イエスはお答えにな

った。「はっきり言っておく。罪

を犯す者はだれでも罪の奴隷であ

る。」この罪の奴隷からの解放、

つまり神の贖いが、イエス・キリ

ストの十字架と復活によって決定

的に示されたのです。この贖罪の

わざが、神の愛の究極の啓示なの

です。

それでもわたしたちはまだ罪を

犯します。それはわたしたちが肉

体を持って生きているからです。

パウロもそのために苦しみまし

た。ローマ書７章１５節－８章１

節〔中略含む〕「 15わたしは自分の

していることが、わからない。な

ぜなら、わたしは自分の欲する事

は行わず、かえって自分の憎む事
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をしているから

である。…22すな

わち、わたしは、

内なる人として

は神の律法を喜

んでいるが、 23わたしの五体には

別の法則があって、わたしの心の

法則に対して戦いをいどみ、そし

て、五体に存在する罪の法則の中

に、わたしをとりこにしているの

を見る。 24わたしは、なんという

みじめな人間なのだろう。だれが

この死のからだから、わたしを救

ってくれるだろうか。 25わたした

ちの主イエス・キリストのゆえ

に、ただ神に感謝いたします。こ

のように、わたし自身は心では神

の律法に仕えていますが、肉では

罪の法則に仕えているのです。 8:1

こういうわけで、今や、キリスト

・イエスにある者が罪に定められ

ることは決してありません。」 こ

れは回心前のパウロの言葉ではあ

りません。パウロを特別視するた

めに、余りにも多くの学者が、こ

の言葉を回心前の言葉として読も

うとします。そうではありません。

回心後のパウロの言葉であること

は、最後の方の言葉で分かります。

肉体を持って生きると言うこと

は、パウロにとってもそれほど容

易なことではなかったのです。し

かしその罪は、もうすでに十字架

で決着がついているのです。「 25わ

たしたちの主イエス・キリストの

ゆえに、ただ神に感謝いたします。

このように、わたし自身は心では

神の律法に仕えていますが、肉で

は罪の法則に仕えているのです。

8:1こういうわけで、今や、キリス

ト・イエスにある者が罪に定めら

れることは決してありません。」

そして主イエスの十字架に示され

た愛と、パウロの中に働く聖霊は、

彼を解放する力となり、彼を世界

宣教に導いていったのです。

弟子たちは、主イエスがこの世

を去ったのち、自分の十字架を負

って主イエスに従う者に変えられ

ていきました。主イエスを失って、

むしろ、主イエスの生涯の本質を

理解するようになったのです。

“Quo Vadis, Domine.”主イエス

の行かれる道が彼らには、よりは
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っきりと見えるようになったので

す。あの「サンティアゴ･デ･コン

ポステーラ」の巡礼の道は、主イ

エスに兄のヨハネと共に、あなた

の右と左にと願ったヤコブがヒス

パニア(スペイン)にまで宣教した

ことの名残なのです。

弟子たちには、死によって成就

されるものが存在することが理解

できませんでした。人を生かすた

めに死ぬということそのものが、

不合理だったのです。死ねば終わ

りなのです。死ねば、元も子もな

くなる。命あっての物種だったの

です。しかし聖書は、死を「終わ

り」としないのです。生き尽くさ

れた死が、新たな生命の出発だと

語るのです。聖書は、キリストの

墓から始まる新しい生命を語りま

す。ヨハネ福音書１２章２４節は、

キリストの生涯とその死を描写す

る美しい比喩がつかわれます。

はっきり言っておく。

一粒の麦は、地に落ち

て死ななければ、一粒

のままである。だが、

死ねば、多くの実を結

ぶ。12:25 自分の命を

愛する者は、それを失

うが、この世で自分の命を憎む人

は、それを保って永遠の命に至る。

12:26 わたしに仕えようとする者

は、わたしに従え。そうすれば、

わたしのいるところに、わたしに

仕える者もいることになる。わた

しに仕える者がいれば、父はその

人を大切にしてくださる。」

2018.5.6 日本基督教団千歳丘教会

2018.5.13 日本基督教団千歳丘教会

2018.9.9 日本基督教団千歳丘教会
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10:32 一行がエルサレムへ上って

行く途中、イエスは先頭に立って

進んで行かれた。それを見て、弟

子たちは驚き、従う者たちは恐れ

た。イエスは再び十二人を呼び寄

せて、自分の身に起ころうとして

いることを話し始められた。

10:33 「今、わたしたちはエルサ

レムへ上って行く。人の子は祭司

長たちや律法学者たちに引き渡さ

れる。彼らは死刑を宣告して異邦

人に引き渡す。

10:34 異邦人は人の子を侮辱し、

唾をかけ、鞭打ったうえで殺す。

そして、人の子は三日の後に復活

する。」

10:35 ゼベダイの子ヤコブとヨハ

ネが進み出て、イエスに言った。

「先生、お願いすることをかなえ

ていただきたいのですが。」

10:36 イエスが、「何をしてほし

いのか」と言われると、

10:37 二人は言った。「栄光をお

受けになるとき、わたしどもの一

人をあなたの右に、もう一人を左

に座らせてください。」

10:38 イエスは言われた。「あな

たがたは、自分が何を願っている

か、分かっていない。このわたし

が飲む杯を飲み、このわたしが受

ける洗礼を受けることができる

か。」

10:39 彼らが、「できます」と言

うと、イエスは言われた。「確か

に、あなたがたはわたしが飲む杯

を飲み、わたしが受ける洗礼を受

けることになる。

10:40 しかし、わたしの右や左に

だれが座るかは、わたしの決める

ことではない。それは、定められ

た人々に許されるのだ。」

10:41 ほかの十人の者はこれを聞

いて、ヤコブとヨハネのことで腹

を立て始めた。

10:42 そこで、イエスは一同を呼

び寄せて言われた。「あなたがた

も知っているように、異邦人の間

では、支配者と見なされている人

々が民を支配し、偉い人たちが権

力を振るっている。

10:43 しかし、あなたがたの間で

は、そうではない。あなたがたの

中で偉くなりたい者は、皆に仕え

る者になり、

10:44 いちばん上になりたい者

は、すべての人の僕になりなさい。

10:45 人の子は仕えられるためで

はなく仕えるために、また、多く

の人の身代金として自分の命を献

げるために来たのである。」
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10:32 ! 'Hsan de ; e j n th ' / o J dw ' /

ajnabaivnonte" eij" @Ierosovluma, kai; h\n

proavgwn aujtou;" oJ !Ihsou'", kai;

ejqambou'nto, oiJ de; ajkolouqou'nte"

ejfobou'nto. kai; paralabw;n pavlin

tou;" dwvdeka h[rxato aujtoi'" levgein ta;

mevllonta aujtw'/ sumbaivnein

10:33 o{ti !Idou; ajnabaivnomen eij"

@Ierosovluma, kai; oJ uiJo;" tou' ajnqrwvpou

paradoqhvsetai toi'" ajrciereu'sin kai;

t o i ' " g r a m m a t e u ' s i n , k a i ;

katakrinou'sin aujto;n qanavtw/ kai;

paradwvsousin aujto;n toi'" e[qnesin

10:34 kai; ejmpaivxousin aujtw'/ kai;

e j m p t u v s o u s i n a u j t w ' / k a i ;

m a s t i g w v s o u s i n a u j t o ; n k a i ;

ajpoktenou'sin, kai; meta; trei'" hJmevra"

ajnasthvsetai.

10:35 Kai; prosporeuvontai aujtw' /

!Iavkwbo" kai; !Iwavnnh" oi J ui Joi ;

Zebedaivou levgonte" aujtw'/, Didavskale,

qevlomen i{na o} eja;n aijthvswmevn se

poihvsh/" hJmi'n.

10:36 oJ de; ei\pen aujtoi'", Tiv qevletev

(me) poihvsw uJmi'n_

10:37 oiJ de; eiaujtw'/, Do;" hJmi'n i{na ei|"

sou ejk dexiw'n kai; ei|" ejx ajristerw'n

kaqivswmen ejn th'/ dovxh/ sou.

10:38 oJ de; !Ihsou'" eiaujtoi'", Oujk

oi[date tiv aijtei'sqe. duvnasqe piei'n to;

pothvrion o} ejgw; pivnw h] to; bavptisma

o} ejgw; baptivzomai baptisqh'nai_

10:39 oiJ de; eiaujtw'/, Dunavmeqa. oJ de;

!Ihsou'" eiaujtoi'", To; pothvrion o} ejgw;

pivnw pivesqe kai; to; bavptisma o} ejgw;

baptivzomai baptisqhvsesqe,

10:40 to; de; kaqivsai ejk dexiw'n mou h]

ejx eujwnuvmwn oujk e[stin ejmo;n dou'nai,

ajll! oi|" hJtoivmastai.

10:41 Kai; ajkouvsante" oiJ devka

h[rxanto ajganaktei'n peri; !Iakwvbou

kai; !Iwavnnou.

10:42 kai; proskalesavmeno" aujtou;" oJ

!Ihsou'" levgei aujtoi'", Oi[date o{ti oiJ

dokou 'nte" a [rcein tw 'n e j qnw 'n

katakurieu vousin aujtw'n kai ; oi J

megavloi aujtw'n katexousiavzousin

aujtw'n.

10:43 oujc ou{tw" dev ejstin ejn uJmi'n,

ajll! o}" a]n qevlh/ mevga" genevsqai ejn

uJmi'n, e[stai uJmw'n diavkono",

10:44 kai; o}" a]n qevlh/ ejn uJmi'n ei\nai

prw'to" e[stai pavntwn dou'lo":

10:45 kai; ga;r oJ uiJo;" tou' ajnqrwvpou

oujk hdiakonhqh'nai ajlla; diakonh'sai

kai; dou'nai th;n yuch;n aujtou' luvtron

ajnti; pollw'n.


